別紙１
研究実行計画提案書様式
（提出時は赤字の記載例・注意事項を消してください）
農業機械技術クラスター事業 研究実行計画提案書

１．応募者の情報
	応募する研究課題名
	○○○○○○○○○○の開発

	研究グループ（コンソーシアム）の名称（予定）
	××××××××××コンソーシアム（単独機関での応募の場合は「未定」としてください）

	研究代表機関名
	○○株式会社

	応募者
	氏名
	フリガナ
	○○○○ ○○○

	
	
	漢字等
	○○ ○○

	
	所属部署・役職
	○○開発部○○課・課長

	
	電話番号
	xxx-xxxx-xxxx

	
	E-mail
	xxxxxxx@xxxx.com

	共同研究機関名
	○○県農業試験場、株式会社○○、□□市、ＪＡ△△、農業生産法人○○

	研究に参画する協力機関の有無と名称
	なし



２．応募する委託研究内容
	応募する委託研究項目
	公募要領に記載されている委託研究項目の内容で実施する項目番号を記載してください。

例：（ア）、（イ）

	実施内容の概要
（審査項目①③関係）
	募集元が提示する課題に合致するように、研究グループで担当する研究項目における実施内容の概要を具体的に記載してください。

例：○○の機能を有する○○機を試作し、○○試験を実施することにより、○○の性能が慣行機より○○％向上することを確認する。
（３００字程度まで）

	既存技術との相違点
（審査項目③関係）
	
研究グループで担当する研究項目における既存技術との相違点、技術的ポイントについて記載してください。

例：既存の○○機は、○○の状態の作物では○○となる不具合が生じることがあるが、新たに○○の技術を用いることによって○○の機能を付加して、○○の状態でも○○できるようになる。
（３００字程度まで）


	課題遂行のための基盤
（審査項目⑤関係）
	委託業務を円滑に実施するための環境、設備等と、それらについての利用実績について記載してください。

例：代表機関の○○株式会社は、自社内に○○機をはじめとする農業機械を試作する設備を有しており、円滑に試作および改良を実施できる。また、共同研究機関の○○県農業試験場は、○haの試験用ほ場を有し、○○の栽培試験を長年実施しており、○○性能の評価試験を円滑に実施できる。（３００字程度まで）

	関連する知的財産権
（審査項目⑥関係）
	所有の有無
	あり

	
	概要
	複数ある場合は、主要な知的財産権を５点までで記載し、「他○件」と記載してください。

例：
特許権（○○株式会社）：○○を○○の形状にすることにより○○が○○となった○○機

	開発技術の普及への取組
（審査項目⑦関係）
	開発した技術をどのように普及する計画かということを記載してください。機械開発の場合は市販化予定時期、想定価格帯、年間の見込み販売台数を必ず記載してください。

例：開発した○○機は○○株式会社が製造販売を行い、○○○○年の実用化を目指す。販売予定価格○○～○○万円。○○台/年を目指す。○○農業試験場の担当者が県の普及担当部署やJAと連携して普及促進に務める。（下線部の内容は機械開発の場合、必須項目）





３．研究計画の概要（審査項目②④関係）
１）全体計画
	研究項目
	○○年度
	△△年度
	□□年度

	１．○○の開発
　(1)・・・・・・・の開発

　(2)・・・・・技術の開発

　(3)・・・・技術の開発


２．生産現場での実証試験
　(1)・・・での評価試験

(2)・・・での長期運用試験
	○○機構○○研究所

	○県○試験場、JA○○
○県○試験場
○○県○○試験場
○○(株)

	


※応募時は農研機構農機研の研究項目は記載不要です。採択後に農研機構農機研の研究代表者と調整し、全体計画を農研機構農機研の研究項目も含めるように修正していただきます。

２）年度ごとの具体的計画
※各研究項目及び各構成員について、年度毎に具体的な計画内容を研究費の妥当性が分かるように記載してください。必ず各構成員がそれぞれ担当する内容がわかるように記載してください。
1 ○○年度
[bookmark: _Hlk177546659]１－（１）において○○(株)は、・・・・を実施する。
１－（２）において○○機構○○研究所は、・・・・を実施する。
１－（３）において○○県○○試験場は、・・・・を実施する。
2 [bookmark: _Hlk156835278]△△年度
[bookmark: _Hlk177547167]１－（１）において○○(株)は、・・・・を実施する。
１－（２）において○○機構○○研究所は、・・・・を実施する。
１－（３）において○○県○○試験場は、・・・・を実施する。
２－（１）において○県○試験場は、・・・・を実施する。
3 □□年度
１－（１）において○○(株)は、・・・・を実施する。
１－（２）において○○機構○○研究所は、・・・・を実施する。
１－（３）において○○県○○試験場は、・・・・を実施する。
２－（１）において○県○試験場は、・・・・を実施する。
２－（２）において○県○試験場は、・・・・を実施する。また、JA○○は、・・・・を実施する。

３）研究項目ごとの目標
※研究項目ごとの具体的な目標を、可能な限り慣行作業との比較で開発技術の有効性が分かるように記載してください。
１－（１）においては、○○の機能を有する○○を試作して、作業速度○○km/hで正常に動作することを確認する。
１－（２）においては、○○を用いて○○することができる技術を考案する。
１－（３）においては、○○を慣行作業よりも○○％低減できる技術を考案する。
２－（１）においては、○○を○○作業に供試し、○○が慣行作業よりも○○％向上することを明らかにする。
２－（２）においては、○○を○○の期間中連続して実施し、○○が○○以下であることを明らかにする。

４）課題全体の年度ごとの達成目標
※上記２）及び３）で記載した内容について、課題全体の年度ごとの達成目標（極力数値目標を記載）を具体的かつ簡潔に記載してください（年度ごとに100～150字）。年度ごとの評価に使用します。
○○年度：
　△△年度：
　□□年度：


４．研究グループの構成員ごとの役割と予算（審査項目⑧関係）
１）研究費総額
	－
	機関名
(支所等名まで記載)
	主な役割
(簡潔に記載)
	○○年度
研究費総額
（千円）
	△△年度
研究費総額
（千円）
	□□年度
研究費総額
（千円）
	研究費総額
合計
(千円)

	研究代表
機関
	○○株式会社
	
	
	
	
	

	共同
研究
機関
	○○機構○○研究所
	
	
	
	
	

	
	○○県○○試験場
	
	
	
	
	

	
	○県○試験場
	
	
	
	
	

	
	JA○○
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	管理運営機関
	
	
	
	
	
	

	協力機関
	
	
	
	
	
	

	合　　計
（うち試作費）
	
(       )
	
(      )
	
(      )
	
(       )


※１　該当のない項目の行は削除してください。
※２　試作機等の費用がある場合は、各年度の研究費総額の下段に括弧書きで内訳として記載してください。



２）参画機関ごとの研究費内訳
機関名：○○株式会社
①　各年別事業費の内訳
（単位：千円）
	区　分
	○○年度
	△△年度
	□□年度
	計

	





直接
経費
	人 件 費
	
	
	
	

	
	謝　　金
	
	
	
	

	
	
旅費
	国内旅費
	
	
	
	

	
	
	国外旅費
	
	
	
	

	
	
	委員等旅費
	
	
	
	

	
	


試験
研究
費
	機械・備品費
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	
	
	

	
	
	借料及び損料
	
	
	
	

	
	
	光熱水料費
	
	
	
	

	
	
	燃料費
	
	
	
	

	
	
	会議費
	
	
	
	

	
	
	賃金
	
	
	
	

	
	
	雑役務費
	
	
	
	

	一般管理費
	
	
	
	

	消費税相当額
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


※参画機関（管理運営機関を含む）ごとに上記の研究費内訳表を作成してください。また、詳細が分かるように、以下の②～⑬に概要を記載してください。なお、予算は農業機械技術クラスター事業委託業務実施要領～事務処理関係編～の「委託経費の内容」の項目をよく確認した上で記載してください。予算配分が効率的であり、人件費や旅費、機械・備品費、雑役務費等で不要な経費が計上されていないかをチェックします。消費税が必要な費用は消費税込みの価格で記載してください。

② 人件費の概要
○○年度：
単価 ○○千円/日×○日×○名＝○○千円
単価 ○○千円/日×○日×○名＝○○千円
△△年度：
単価 ○○千円/日×○日×○名＝○○千円


· 時間単価又は日単価が分かるよう記載ください。

③ 謝金の概要
○○年度：
○○に係る研究協力者への謝金　○○千円/日×○日＝○○千円


④ 旅費の概要
○○年度：
○○の実証試験　　○○から△△　○泊　○○千円/名×○名×○回＝○○千円


⑤ 機械・備品費の内訳
（単位：千円）
	機械・備品の名称
（メーカー・規格等）
	数量
（単位）
	単価
	合計
	使用目的

	自動運転トラクタ
（(株)○○農機・A-123）
	1（台）
	9,700
	9,700
	耕起・整地、運行状況のデータ取得等

	ドローン
（(株)○○・B-456）
	2（台）
	2,500
	5,000
	作物の生育状況のセンシング、農薬散布等

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合	計
	－
	**,***
	**,***
	


（注１）「機械・備品費」の内訳を記載してください。併せて、機械・備品の部品代等の金額の根拠となる積算の詳細を記載してください。
（注２）「機械・備品費」は、本事業で使用するもので、原形のまま比較的長期の反復使用に耐え得るもののうち、取得価格が１０万円以上（税込）の物品とします。複数取得する場合は、購入数量（単位）が複数必要な理由も記載してください。

⑥ 消耗品費の概要
○○年度：
○○のための△△一式　　○○千円
××のための□□　○○千円/個×○個＝○○千円


⑦ 印刷製本費の概要
○○年度：
○○の印刷（○ページ　○冊）　○○千円


⑧ 借料及び損料の概要
○○年度：
○○栽培のほ場借料　○○a　○○千円


⑨ 光熱水費の概要
○○年度：
○○の電気使用料　○○千円


⑩ 燃料費の概要
○○年度：
○○の軽油　○○リットル　○○千円


⑪ 会議費の概要
○○年度：
○○セミナーの会場借料　○○千円


⑫ 賃金の概要
○○年度：
単価 ○○千円/日×○日×○名＝○○千円


⑬ 雑役務費の概要○○年度：
○○の請負業務　○○千円
○○の運搬　○○－△△の往復　○回　○○千円




５．参画機関及び研究実施体制情報（審査項目④関係）
※参画機関（研究代表機関も含む）の研究実施責任者名、住所等（実際に研究を実施する支所、学部等ごとに作成）を記載してください。参画機関が多く、欄が不足した場合は追加してください。また、研究実施予定者全員を記載してください。
	研究代表機関
	機関名
	○○株式会社

	
	所在地住所
	〒◯◯◯-◯◯◯◯
　○○県○○市○○

	
	研究実施責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	○○○部○○○課

	
	
	TEL
	**-****-****（内線）

	
	
	E-mail
	***＠***

	
	経理統括責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	経理責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	情報管理
統括責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	[bookmark: _Hlk155776564]
	情報管理責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	研究実施者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	役割
	

	
	
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	役割
	

	
	
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	役割
	

	
	業務概要
	




	共同研究機関
	機関名
	

	
	所在地住所
	

	
	研究実施責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	経理責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	情報管理責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	研究実施者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	役割
	

	
	
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	役割
	

	
	
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	役割
	

	
	業務概要
	



	管理運営機関
	機関名
	

	
	所在地住所
	

	
	実施責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	経理責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	情報管理責任者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	事務担当者
	氏名 (ふりがな)
	
	役職名
	

	
	
	所属
	

	
	
	TEL
	

	
	
	E-mail
	

	
	業務概要
	


（注１）研究代表機関及び共同研究機関については研究実施責任者を記載してください。
（注２）研究実施責任者と経理統括責任者、経理責任者は、それぞれ別の者である必要があります。
（注３）研究代表機関において情報管理統括責任者を、また、各構成員において情報管理責任者を確保し記載してください。適切な体制が整うのであれば、情報管理統括責任者及び情報管理責任者は研究実施責任者等と同一の者でも問題ありません。
（注４）電話番号、E-mailアドレスは半角文字で記載してください。
（注５）共同研究機関等が複数ある場合は、様式を追加してください。研究実施者の欄が不足する場合は、表の行を追加して記載してください。
（注６）管理運営機関の項目は該当する場合のみ記載し、別添様式「管理運営機関を活用する理由書」も提出してください。

６．開発供給実施計画の申請状況（スマート農業技術に資する課題のみ）
農業の生産性の向上のためのスマート農業技術の活用の促進に関する法律に基づく開発供給実施計画（本提案内容に即した計画に限る）の申請状況について、記載してください。
	
本提案内容に即した開発供給実施計画についての事前相談を開始している/事前相談を終了している/申請している/認定されている



７．契約書に関する合意
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構農業機械研究部門から提示された委託契約書に記載された条件に基づいて契約することに異存がない場合は、以下の文章を記載してください。

委託研究課題「〇〇〇〇〇」の実施に当たり、「株式会社○○○○ 代表取締役社長　○○○○※」は、本実行計画提案書に従い、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構農業機械研究部門より提示された委託契約書にて契約することに異存がないことを確認いたします。

※ 研究代表機関 契約締結権限者の組織名、所属名、役職名及び氏名を記載。ただし、管理運営機関を設置する場合は、管理運営機関の実施責任者について記載。



研究実行計画提案書別添様式
管理運営機関を活用する理由書
Ａ４用紙１枚以内・該当する提案研究課題のみ提出
	研究課題名
	

	研究代表機関名
	
	応募者氏名
	

	研究代表機関の
経理統括責任者の所属・役職・氏名
	所属・役職：
氏名：
	経理責任者の
連絡先
	電話：
E-mail：

	管理運営機関名
	
	管理運営機関の実施責任者氏名
	



１．管理運営機関を活用する理由

※農機研が必要と認めた場合に限り、代表機関とは別に、農機研との委託契約や委託契約に係る業務及び経理執行業務を担う機関（以下「管理運営機関」という。）を研究グループ内に設置できるものとします。

［管理運営機関を設置できる例］
① 代表機関が地方公共団体で、研究の実施に当たって事前に予算措置を要する等の特殊性から契約等の手続きを行うことが困難と認められる場合
② 代表機関やコンソーシアムの構成により、委託契約の締結が著しく遅延するおそれがあると認められる場合

なお、管理運営機関の設置は特例措置であることから、これを希望する場合は、管理運営機関を活用する理由を明確に記載してください。また、本別添様式を提出するにあたっては、代表機関の経理責任者の承認を必要とします。


２．管理運営機関としての実績

※農業機械技術クラスター事業や他の事業での実績（事業名、課題名、実施年度）を箇条書にしてください。（複数ある場合は直近の主要なもの５件以内）

（１）



（２）

